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116　第12章　道路付属施設

①－２　ワイヤロープ設置工

1  概　　設

　ワイヤロープ設置工は，車両衝突時に車両乗員への衝撃緩和と対向車線への逸脱を防止するため，ワイヤロ
ープの張力で車両を受け止める防護柵を設置するものである。
　支柱とワイヤロープが一体的な構造となっており，表裏がなく，支柱が設置できる空間があれば，容易に設
置，撤去が可能なため，既存道路への設置や，狭い幅員の分離帯用として使用することが有利である。
　『国土交通省土木工事標準積算基準書』では，高規格幹線道路暫定２車線区間の土工部及び橋梁部における
ワイヤロープ式防護柵設置（LD種）を適用範囲としている。ただし，未供用の橋梁部は適用範囲外とする。

2  施工手順

＜機種の選定＞
　ワイヤロープ設置工に使用する機械の機種・規格は，次表が標準である。

表1.8　機種の選定
作　業　種　別 機　械　名 規　格 単　位 数　量

端末基礎・端末金具�
設置（鋼管杭）

ダウンザホールハンマ 空圧式�掘削孔径φ152～191㎜ 台 １

空 気 圧 縮 機 可搬式・エンジン駆動・スクリュ型（超低騒音型）・排出ガス対策型
（第2次基準値）�吐出量5.0～5.1㎥／min 〃 １

ガ ー ド レ ー ル 支 柱
打 込 機 エアブレーカ式�ブレーカ質量700㎏級　打撃周波数530bpm 〃 １

ト ラ ッ ク
(ク レ ー ン 装 置 付 ) ベーストラック4～4.5ｔ積・吊能力2.9ｔ 〃 ２

中間支柱・端末支柱�
設置

ダウンザホールハンマ 空圧式�掘削孔径φ110～130㎜ 〃 １
ガ ー ド レ ー ル 支 柱
打 込 機 エアブレーカ式�ブレーカ質量700㎏級　打撃周波数530bpm 〃 ２

ト ラ ッ ク
(ク レ ー ン 装 置 付 ) ベーストラック4～4.5ｔ積・吊能力2.9ｔ 〃 １

ワイヤロープ設置
ターンバックル設置
橋梁部基礎・支柱設置

ト ラ ッ ク
(ク レ ー ン 装 置 付 ) ベーストラック4～4.5ｔ積・吊能力2.9ｔ 〃 １

＜施工フロー＞
　ワイヤロープ設置工の一般的な施工手順は，次のとおりである。
�

橋 梁 部 基 礎 設 置
橋 梁 部 支 柱 設 置
（ 基 部 プ レ ー ト 式 ）

端
末
基
礎
・
端
末
金
具

設
置
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）

中
間
支
柱
・
端

末
支
柱
設
置

端
末
基
礎
・
端
末
金

具
設
置
（
鋼
管
杭
）

機
械
搬
入

ス
リ
ー
ブ
管
設
置

ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
設
置

タ
ー
ン
バ
ッ
ク
ル
設
置

機
材
搬
出

根固めブロック設置

（注）『国土交通省土木工事標準積算基準書』における本工法の適用範囲は，実線部分のみである。

（必要に応じて施工）

（橋梁部の場合）

施工手順
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①－２　ワイヤロープ設置工　117

3  施 工 法

　端末基礎（鋼管杭）・端末金具設置箇所をダウンザホールハンマを用いて削孔し，クレーン装置付きトラッ
クで建て込んだ鋼管杭をガードレール支柱打込機を用いて打ち込む。
　鋼管基礎用端末金具を取り付け，固定ボルトで固定する。
　中間支柱及び端末支柱設置箇所をダウンザホールハンマを用いて削孔し，ガードレール支柱打込機を用いて
スリーブ管を打ち込む。中間支柱のスリーブ管の埋込み長さは700㎜とし，確保できない場合は根固めブロッ
クを使用する。
　端末支柱を取り付け，アンカーボルトで固定する。
　中間支柱設置箇所について，打ち込んだスリーブ管に中間支柱を人力で建て込み，スリーブカバーを取り付
ける。
　端末支柱の箇所については，設置を行うワイヤロープを端末支柱用間隔材に通し，端末支柱に落とし込む。
　設置を行うワイヤロープに索端金具を取り付けた後，索端金具にねじ棒，ターンバックル，ジョーボルトを
ねじ込み，鋼管基礎用端末金具にボルトで固定する。
　ワイヤロープを設置する。
　中間支柱の箇所については，中間支柱用間隔材を上下のワイヤロープ間に取り付け，ワイヤロープを中間支
柱に落とし込みながら設置する。
　中間支柱及び端末支柱にストラップ，キャップを取り付ける。
　ワイヤロープを仮緊張した後，索端金具，ねじ棒，ターンバックル，ジョーボルトを仮組みし，余分なワイ
ヤロープの切断位置をマーキングする。
　余分なワイヤロープをケーブルカッターで切断した後，索端金具，ねじ棒，ターンバックル，ジョーボルト
を本組みし，ねじ棒を固定しながら，ターンバックルをねじ込み，規定の張力をかける。
　施工延長が長くなる場合には，中間部にターンバックルを設置する。
　中間部のターンバックルの施工については，ワイヤロープを仮緊張した後，支柱の中央付近にターンバック
ルが来る位置でワイヤロープをケーブルカッターで切断する。
　ワイヤロープに索端金具とねじ棒を取り付け，両端のねじ棒にターンバックルをねじ込む。
　両端末の施工終了後，両側のねじ棒を固定し，ターンバックルをねじ込み張力を調整する。
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①－２　ワイヤロープ設置工　119

鋼管杭端末基礎設置作業状況

鋼管杭端末基礎設置作業状況

工事施工状況（全景）

スリーブ管設置作業状況

スリーブ管設置作業状況

工事施工状況（全景）
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ワイヤロープ設置作業状況ワイヤロープ設置作業状況

中間支柱・端末支柱設置作業状況

根固めブロック設置作業状況

ターンバックル設置作業状況 ターンバックル設置作業状況

中間支柱・端末支柱設置作業状況

根固めブロック設置作業状況
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①－２　ワイヤロープ設置工　121

橋梁部基礎設置作業状況

橋梁部基礎設置作業状況

橋梁部支柱設置作業状況

橋梁部支柱設置作業状況
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㉗ 横断歩道橋補修工　393

㉗ 横断歩道橋補修工

1  概　　説

　高度経済成長以降，横断歩道橋は交通事故の削減に向け大量に建設されてきたが，経年劣化等による損傷が
顕著になってきている。歩道橋の損傷としては，アスファルトブロック等の橋面舗装の傷みや，ノンスリップ
タイルの目地への亀裂発生，タイルのはがれ等がある。
　適切な補修を行うことで，横断歩道橋利用者の安全な通行を確保するとともに構造物の延命化が図られる。
　横断歩道橋の各種維持管理工法のうち，『国土交通省土木工事標準積算基準書』では，既設横断歩道橋にお
ける床版・階段・スロープ部の補修作業で，各箇所における既設舗装のはぎ取り厚さ60㎜以下（調整モルタル
含む）を対象としている。

（１）既設舗装はぎ取り
　橋面部・階段部の既設舗装をはぎ取り，小運搬・積込み作業を行う。

（２）ノンスリップ撤去・設置（参考）
　階段部において，老朽化したノンスリップ（滑り止め防止のために階段の先端に取り付けられる材料）の撤
去，及び再設置を行う。

2  施工手順

＜機種の選定＞
　人力が主体の施工となるが，横断歩道橋補修工に使用する機械の機種・規格の例は，次表に示すとおりである。

表27.1　機種の選定（例）
作業内容 機　械　名 規　　格 摘　　要

ノ ン ス リ ッ プ 撤 去 ハンマドリル φ14
発動発電機 ガソリンエンジン駆動　3kVA

ノ ン ス リ ッ プ 設 置
（穴 あ け 共）
（参 考）

電気ドリル

発動発電機

＜施工フロー＞
　横断歩道橋補修工の施工手順は，次のとおりである。

機 材 搬 入

既 設 舗 装 は ぎ 取 り

ノ ン ス リ ッ プ 撤 去

舗 装 等 復 旧

はぎ取り材積込・運搬

撤 去 材 積 込 ・ 運 搬

機 材 搬 出

（注）『国土交通省土木工事標準積算基準書』における本工法の適用範囲は，実線部分のみである。

施工手順

第13章-27.indd   393 2023/02/02   15:58:31



394　第 13 章　道路維持修繕

ノンスリップ撤去作業状況

ノンスリップ撤去作業状況

3  施 工 法

① 　既設舗装をブレーカ等を用い人力でとりこわし，小運搬，積込作業を行う。施工にあたっては，既設床版
コンクリート（デッキプレート上）に損傷を与えないよう留意する。

②　階段部等の既設タイルや舗装版を人力にてとりこわし，集積した後，小運搬，積込作業を行う。
③　撤去した表面をサンダー・ピック等で平滑に仕上げる。
④　ノンスリップを設置する前にプライマーを塗布する。ノンスリップを設置後，ドリルで穴をあけ固定する。

施工前状況

既設舗装はぎ取り作業状況

既設舗装はぎ取り作業状況

既設舗装はぎ取り作業状況
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㉗ 横断歩道橋補修工　395

施工完了状況（床版撤去）

プライマー塗布作業状況（参考）

ノンスリップ撤去作業状況

廃材積込作業状況

施工完了状況（ノンスリップ撤去）

舗装材混合作業状況（参考）
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タイヤ材充填作業状況（参考）

舗装材敷設作業状況（参考）

ノンスリップ金台設置作業状況（参考）

第13章-27.indd   396 2023/02/02   15:58:33



③ 情報ボックス工　449

③ 情報ボックス工

1  概　　説

　情報ボックス工は，道路管理の高度化を図るとともに，民間の全国的な光ファイバーネットワークの構築を
支援するもので，管理用の光ファイバーと民間事業者等の光ファイバーが敷設可能な空間を確保する。
　本工法は，本体を単管構造等の単空間方式とし，本体内にさや管を配置する管路部とハンドホール等の接続
部を含めた構造を築造する工法である。
　ここでは，情報ボックスの設置工事を対象とし，河川堤防に設置する情報管路は対象外とする。

2  施工手順

＜機種の選定＞
　情報ボックス工に使用する施工機械（代表機械）の一般的な機種・規格は，次表に示すとおりである。

表3.1　施工機械（代表機械）の機種・規格
施 工 パ ッ ケ ー ジ 機　械　名 規　　　格 摘　　　要

舗 装 版 破 砕

バ ッ ク ホ ウ
（ク ロ ー ラ 型）

後方超小旋回型・超低騒音型・
排出ガス対策型（第３次基準値）
山積0.45ｍ3（平積0.35ｍ3）

床 掘 り

埋 戻 し

基 礎 材

埋 設 部 管 路 材 設 置
後方超小旋回型・超低騒音型・クレーン機能付き
排出ガス対策型（第３次基準値）
山積0.45ｍ3（平積0.35ｍ3）吊能力2.9ｔ

本体管の材質がコン
クリート製で本体管
設置の場合

露 出 部 管 路 材 設 置
ト ラ ッ ク

クレーン装置付
ベーストラック４ｔ級　吊能力2.9ｔ

高 所 作 業 車
トラック架装・垂直昇降・プラットフォーム型
作業床高9.9ｍ　積載荷重1,000kg

可能（標準）の場合

ハ ン ド ホ ー ル

バ ッ ク ホ ウ
（ク ロ ー ラ 型）

後方超小旋回型・超低騒音型・クレーン機能付き
排出ガス対策型（第３次基準値）
山積0.45ｍ3（平積0.35ｍ3）吊能力2.9ｔ

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型（第１次基準値）
4.9ｔ吊
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型（第１次基準値）
16ｔ吊
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型（第１次基準値）
20ｔ吊
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型（第１次基準値）
25ｔ吊

（注）�　上表に掲げる機械の機種・規格は，本施工に使用される施工機械のうちの代表的な機種・規格である。

　埋設部管路材やハンドホールの設置作業には，建設機械の多機能化に伴い，クレーン機能付きバックホウ
（クレーン兼用のバックホウ）が用いられるのが一般的である。
　クレーン機能付きバックホウは，平成12年２月28日付けの労働省（現厚生労働省）事務連絡「クレーン機能
を備えた車両系建設機械の取り扱いについて」から移動式クレーンに該当することが認められた。
　したがって，クレーン機能付きバックホウの使用にあたっては，「車両系建設機械構造規格」及び「移動式
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450　第14章　共同溝工

クレーン構造規格」，「クレーン等安全規則」を充足した機械を用いるものとする。
　なお，クレーン機能付きバックホウを用いたクレーン作業には，最大吊上げ荷重に応じて，小型移動式クレ
ーン運転技能講習，または移動式クレーン運転の業務に係る特別教育が必要であり，玉掛け作業には玉掛け技
能講習あるいは玉掛けの業務に係る特別教育の修了が必要である。

＜施工フロー＞
　情報ボックス工の一般的な施工手順は，次のとおりである。

3  施 工 法

（1）舗装版破砕
　コンクリートカッタ等によって切断された既設舗装版をバックホウによって直接剥がしながらとりこわす。
剥ぎ取ったアスファルト舗装版は運搬車両へ積み込む。
（２）土　工
　掘削にあたっては，現場の土質，埋設物や構造物の状況及び周囲の環境を十分調査のうえ施工する。
　埋戻しについては，不等沈下を生じないよう丁寧に締固めを行う。埋戻し作業では，埋設表示シートを設置
して埋設物の位置と種類を標示することで，破損事故を防止する。
（３）本体工
　管路材本体管は，コンクリート製，合成樹脂製等による単管構造及びコンクリートトラフ構造が多く使用さ
れている。また，管路材さや管は，VU管，FEP管が多く使用されている。管路材の設置例を図3.1に示す。

舗
装
版
切
断

舗
装
版
破
砕

床

掘

り

土

留

基

礎

材

ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
工

管

路

工

埋

戻

し

運
搬

運
搬

舗

装

機

材

搬

入

機

材

搬

出

運
搬

（1）埋設部

（2）露出部

管

路

工

耐

火

防

護

機

材

搬

出

機

材

搬

入

（注）『国土交通省土木工事標準積算基準書』における本工法の適用範囲は，実線部分のみである。

施工手順
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③ 情報ボックス工　451

図3.1　管路材設置（例）

さや管

蓋

本体管

本体管

さや管

ハンドホールハンドホール

本体管ダクトスリーブ

さや管
本体管

ハンド
ホール

ケーブルドラム

【上から敷設】

本体管を設置後，さや管を本体管内に上から1本ずつ敷設し，その上に蓋を設置する。
作業方法の特性から，本体管に蓋があるトラフ等のコンクリート部材に限られる。

【引込み（FEP管）】

本体管を設置後，コイル巻きドラムからさや管を引出し，本体管に直接引入れる。
さや管の引込みには，ウインチを使用し，動力で敷設を行う。
作業方法の特性から，さや管はケーブルドラムから直接引入れられるFEP管に限られる。

【差込み（VU管）】
さや管を継手と接着しながら敷設する管材の設置で行われる。
さや管をダクトスリーブ奥まで差込んだ後（①），本体管を接合（②）する。
その後は，さや管・本体管の接合を繰り返し行う（③）。
作業方法の特性から，本体管とさや管の同時施工となる。
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舗装版の破砕作業状況 舗装版の破砕作業状況

舗装版の破砕作業状況 舗装版の破砕作業状況

床掘り作業状況

床掘り作業状況

床掘り作業状況

床掘り作業状況
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基礎砕石の転圧作業状況 基礎砕石の転圧作業状況

ハンドホール設置作業状況 ハンドホール設置作業状況

ハンドホール設置作業状況

本体管設置作業状況

ハンドホール設置作業状況

本体管設置作業状況
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本体管設置作業状況 本体管設置作業状況

本体管設置作業状況 本体管設置作業状況

本体管設置作業状況

さや管設置作業状況

本体管設置作業状況

さや管設置作業状況
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③ 情報ボックス工　455

さや管設置状況

さや管設置作業状況

埋戻し作業状況

埋戻し作業状況

埋戻し作業状況

埋戻し作業状況
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456　第14章　共同溝工

埋戻し作業状況（特殊部）

埋戻し作業状況（特殊部）

埋戻し作業状況（管路部）

埋戻し作業状況（管路部）
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